
 

 

 
 
上越市立潮陵中学校から要請をいただき、各学年の数学で「Web 配信問題振り返り」の授業をさせ

ていただきました。実際に行ってみて、気付いたり感じたりしたことを紹介します。第２回 配信の

際の参考にしてください。 

 算数・数学の場合、どの問題でどのように「振り返り」を実施するかは、児童生徒の解答状況や理

解度に左右されます。そのため、子供たちの反応やつまずきを想像し、それによる展開を何パターン

も想定しておくなどの十分な教材研究が必要になると感じます。教材研究の際には、以下の「Web 配

信問題」のねらいを基に「何のために行うのか」から授業を構想していくとよいと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 例えば、①の｢主体的な学び｣の視点から考えれば、主体的かつ粘り強い姿を引き出すために、児童

生徒が取り組みたいと思う問題を選択する必要が出てきます。また、②の視点から考えれば「個人の

思考を基に対話し、対話を基に思考を促すこと」のできる問題、例えば、正答率が 50％程度で「尋

ねる・説明する」のバランスが取れた問題を選択する必要が出てきます。こうした視点を基に、児童

生徒の解答状況や理解度を「見取る手段」も準備していくことになります。そして、実際には児童生

徒の解答状況等に合わせて柔軟に展開を変えていくわけですが、この時にも①②の視点を頭の片隅に

おいて、児童生徒が対話的な学びの価値や楽しさを体感できる授業を目指していきます。 

以上を踏まえて準備を行い、当日の各学年の授業の流れを以下のように設定しました。 

（なお、潮陵中学校では、同日に３教科の「Web 配信問題」を全学年で実施しました。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Learning View

１ 事前準備では 「何のために行うのか」からの授業準備 

２ 実際の授業では 生徒の「困り」を見取り、寄り添う 

「Web配信問題を活用した振り返り」実施報告 『数学編』 
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朝活動 

県立教育センター作成の
「説明動画」を視聴 

Web 問題を使った授業の流れ 

大切にしてほしいこと など 

今年度からの変更点に 

ついて全学年で確認 

２年⇒３年⇒１年の順に、      
以下の流れで実施 

①「診断問題」の実施（20 分） 

②「振り返り」について説明（５分） 

③「振り返り」の実施（15 分） 

④「振り返り」の共有（５分） 

⑤１時間の授業の感想の記入（５分） 

 
※時間の都合上、自己採点は行わず教師が採点 

 生徒に解答例を配付して終了 

今年度変更になった「Web 配信問題」のねらい 

①Web 配信問題の取組を通して、教師と児童生徒が対話的な学びを体験することにより、「主体

的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を進める 

②児童生徒の「思考力・判断力・表現力」の育成を目指す。特に、算数・数学においては「どの

ように考えたかを説明する力」を伸ばす 

授業 



 ２年生の授業では、解答中の机間巡視によ

る正答率等の見取りと、解答後に行った「取

り組みたい問題」についてのやりとりから、

扱う問題を１⑶に決め「グループで求め方を

紹介し合い、全員が納得できるようにする」

ことを目標に「振り返り」を開始しました。 

ところが、話合いを見て回っていると、あ

るグループが別の問題も気になり、独自の話

合いを始めていました。「知りたい、分かり

たい」と思う問題は一人一人異なるのが当然

です。ですから「これも主体的な学びの姿で

ある」と捉え、そのまま話合いを進めてもら

うことにしました。 

 

 続く、３年生と１年生の授業では、この２

年生で見られた話合いの様子を基に、より主

体的な学びを引き出すために、「扱う問題を

グループで決定」する方法に変えて実施しま

した。具体的には、「①グループ内で『各問

題の困り度』について情報交換し、②扱う問

題とその優先順位を話し合って決め、③『み

んなが納得できるようすること』を目標に学

び合いを進める」という学習の流れを提示し

て「振り返り」を進めました。 

 すると、どちらの学年でも、すぐに活発な

対話が始まり、それが「振り返り」の時間中

続いていました。また、問題が分かるように

なるまで、他の生徒の説明に耳を傾ける姿が

随所で見られました。 

左は、授業後、生徒に書いてもらった感想

です。授業後半の「振り返り」を行うことで

「過程を説明し合うことの大切さ」や「主体

的・対話的に学ぶことの価値や楽しさ」を生

徒が感じていることが分かります。 

今回、１・３年生の授業では、２年生での

学びの姿を基に「生徒に選び方を示し、どの

問題にするかはグループに任せる方法」に変

更して「振り返り」を行いました。感想にも

あるように、生徒自身の「？」をスタートに

したことで、より「主体的な学び」が促され

ていたと感じます。また、グループごとに取

り上げる問題や問題数は異なりましたが、そ

の分、必然性のある「振り返り」が展開され

ていました。これらから、児童生徒の主体的な学びに注目した場合には、今回のような「振り返り」

の進め方も有効であると考えます。一方で、「主体的」を名目に「振り返り」を児童生徒に丸投げし

てしまっては、教師にとっても児童生徒にとっても学びは少なくなると感じます。ぜひ、生徒理解を

基にした充分な教材研究と解答中の充分な見取りを行った上で、柔軟に判断して、授業後半の「振り

返り」を展開してください。 

最後に、互いに高め合おうと学び合う潮陵中の生徒の皆さんの姿から、授業を通して多くのこと

を学ばせていただきました。心より感謝申し上げます。 

３ 生徒の感想 「…みんなの『？』を消すことができました。」 

上越教育事務所では、「Web配信問題を活用した振り返り」についての要請訪問を随時受け付けております。 


